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厂 FTD W 71 USB ユーザーズマニュ ㈣ ） 


このたびは、本製品をご利用いただき、誠にありがとうございます。本製品を正しく使用するために、はじめにこのマニュアルをお読みください。お読みになった後は、大切に保管してください。 


箱に入っているものを確認しよう 


万がいち、不足しているものがありましたら、お買い求めの販売店 
にご連絡ください。 

□液晶ディスプレイ(本体) . 1台 

<前面> <背面> 


液晶パネル 


DC ジャック 


スタンド 


€■ >電源 


輝度上昇ボタン 
輝度減少ボタン 
竃源ボタン 



S ネクター 


盗難防止用 
セキュリティー 
スロット 

ケーブル固定用 
フック 

. 1個 


□ USB ヶーブル . 1本 DAC アダプター■■… 

□使いかたガイド . 1枚 □ユーティリティー CD . 1枚 

ユーザーズマニュアル(本紙) ... 1枚 

※本製品を梱包している箱には、保証書と本製品の修理についての条件を定めた約款が記載され 
ています。本製品の修理をご依頼頂く場合に必要となりますので、大切に保管してください。 
※追加情報が別紙で添付されている場合は、必ず參照してください。 


♦ 


パソコンに取り付けよラ 


付属の USB ケーブルで次のように本製品とパソコンと接続します。接続 
すると自動的に本製品のドライパーインス!ル画面が表示されます。 


〇本製品を設置します。 


液晶パネルの向きの調整 

液晶パネルは90度回転させて縦向きで使用したり、液晶 



※無理に力を加えないでください。故障の原因になります。 


市販のカメラ用三脚への取り付け 

出荷時に取り付けられているスタンドを取り外して、市販の力 
メラ用三脚に液晶パネルを取り付けることができます。 


〇精密ドライバー (+) でカバー固定ネジ 
を取り外し、カバーを取り外します。 


□精密ドライバー (+) でネジ (2 箇所)を 
取り外し、スタンドを取り外します。 
※本製品のこれ以上の分解はしないで 
ください。 

※取り外したカバー固定ネジはなくさ 
ないように保管してください。 

□ 三脚固定用ネジで市販の三脚に固定 
します。 

■市販の三脚に固定した使用例 



カバー 
固定ネジ 
カバー 
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I : ❷本製品に付属の USB ケ-ブルを接続します。 



❸ 



_パソコンに本製品を最大6台接続して6台のディスプレイに出 
力することもできます。 

この場合、1個ずつ認識を確認してから2個 目 以降の本製品 
を接続してください。1個ずつ認識する前に同時に複数台接 
続すると、正常に認識できないことがあります。 

_USB 八ブに接続してお使いになるときは、電源を供給するセ 
ルフパワータイプの USB2.0 八ブをご利用ください。 





パソコンに USB ケーブルを接続します。 


パソコン 



右上へつづく 


右上へつづく 


前ページからのつづき 



パソコンに USB ケーブルを接続 
すると、自動的に本製品内蔵メ 
モリーのインス!-ールプログラ 
厶が起動します。 





インストールプログラムが起動しない場合- 

• 『マイコンピュータ1内の 『 W 71 USB xxxl をダブルクリックします(下線部分は 
製品によって表示が異なります)。 

• 【マイコンピュータ1内の 『 W 71 USB xxxl をエクスプローラーで開き、 
[ autorun . exe ] をダブルクリックします(下線部分は製品によって表示が異なります)。 


『マイコンピュータ 1 内に rW 71 USB xxx l がない場合- 

次のように付属のユーテイリテイ ー CD でドライバーをインストールしてください。 

1. 本製品をパソコンから取り外します。 

2. 付属のユーティリティー CD をパソコンにセットします。 

3. 自動的にインス!-ールプログラムが起動します。以降は画面の指示に従ってド 
ライバーをインス!ルしてください。 

※インス! -- ルプログラムが起動しないときは、 CD 内の [ FTDnavi . exe ] をダブ 
ルクリックしてください。 

4. インストール完了後、本製品をパソコンに接続してください。 



以降は画面の指示にしたがってドライバーをインス! 
•ください。 


ルして< 

fey 麗 j 


•Windows Vista をお使いの場合、自動再生の画面が表示されたら、 

[ autorun . exe の実行]をクリックしてください。また、「プログラムを続行 
するにはあなたの許可が必要です j と表示されたら、[続行]をクリックして 
ください。 


參インス!-ール時にバソコン本体の画面が点滅することがあります。 


參インス!ルが完了したら、画面の指示にしたがってパソコンを再起動して 
ください。 


•本製品が認識されると、[デバイスマネージャ]内に 、 「BUFFALO 
FTD - W 71 USB 」 として本製品が登録されます。 


※[デバイスマネージャ]は、次の方法で表示できます。 

[マイコンピュータ（またはコンピュータ)]を右クリック — [管理]をク 
リック — [デバイスマネージャ]をクリックします。 

※デバイスマネージャに登録された本製品のアイコンに「！」が付いている 
場合は、インス!ルに失敗しています。下記の手順でソフトウェアを削 
除し、再度インス!ルを行ってください。 


■アンインス!ル手順 

Windows Vista では[スタート]一[コントロールパネル]一[プログラムのア 
ンインス I -ール(またはプログラムと機能)]—旧 UFFALO FTD - W 71 USB ] 
を選択し、[アンインス!ル(またはアンインス!-ールと変更)]をクリックし 
ます。 

Windows XP では[スタート]—[コントロールパネル]一[プログラムの追 
加と削除 ] -BUFFALO FTD - W 71 USB ] を選択し、[変更と削除]をクリツ 
クします。 


Windows 2000では[スタート]-[設定]一[コントロールパネル]一[アプ 
リケーシヨンの追加と削除]-旧 UFFALO FTD - W 71 USB ] を選択し、[削 
除]をクリックします。 


以上でノ r ノコンへの取り付け、ドライバーのインス!-ール 
は完了です。 

本製品前面の電源スイッチ0を押すことで電源の ON/OFF 
を切り替えることができます。 


初期設定は輝度を低く設定しております。 
輝度を調整してお使いください。 


※FTD-W71USB が認識されないときは、 USB ケーブルを接続しなおす、また 
はパソコンの BIOS の設定で Legacy USB の設定を 「Disable」 （無効)にして 
ください。 


右上へつづく f 


ディスプレイ設定 


ディスプレイの設定は、タスクトレイに表示されている 
をクリックし、表示されたメニューから操作します。 


BUFFALO INC. DisplayLink Manager 


「画面©解像度(段 J 
r 画面の色ぬ ) j 
r 回転 cpj 


瞧位蚩凶 j 
•「移赚 

r ミラ'- ( m〉j 

r 無純 ) j 


r 詳細設定 ⑻ j s 


メニュー操作 


本製品を複数台接続している場合、 
y アイコンをクリックすると、 
[BUFFALO FTD - W 71 USB ] が複数表 
示されます。設定する製品を選択し 
てください。 


BUFFALO INC. DisplayLink Manager 

’2. BUFFALO FTD-W71USB (USB.025b-000000) 

.3. BUFFALO FTD-W71USB (USB 025b-000001 




メニユ - 


内容 


画面の解像度 


本製品の解像度800 X 480、480 X 800 (90° 回転して 
いる場合)を表示します。 


画面の色 


本製品の色数を選択します。 


本製品の画面を回転した場合の向きを選択します。 

_ _ _圍 

標準 90°左回り90°右回り180°回転 


※「90°左回り」では、画面が右回りに90°回転します。 
ディスプレイを左回り90°回転させると適切な表示に 
なります。 

※「90°右回り」では、画面が左回りに90°回転します。 
ディスプレイを右回り90°回転させると適切な表示に 
なります。 


移動位置 


本製品の画面をデュアルディスプレイモードに変更 
し、画面の位置を上、下、右、左から選択し変更しま 
す。 


本製品の画面をデュアルディスプレイモードに変更 
します。 


移動 


[ BU^ I 


デュアルディスプレイモードでは、本製品に接続した 
ディスプレイが、通常のデスクトップ画面に隣接して 
拡張できます。隣接する位置については、[移動位置] 
から選択できます。 


本製品の画面をクローン(ミラー）モードに変更しま 
す。 


ミラ- 


卜 / IBUFFALU^ 


クローン(ミラー）モードでは、本製品に接続したデイ 
スプレイが、通常のデスクトップ画面と同じ画面を表 
不します。 


無効 


本製品の画面を非表示にします。 


詳細驗 


画面の設定(または画面のプロパティ)を表示します。 


液晶ディスプレイ前面のボタンについて 


液晶ディスプレイ前面のボタンには次のような機能が割り当て 
られています。 



シンボル 

機能 

6 

電源の 0 N /0 FF を行います。 

▲ 

画面の輝度を上昇させます。 

▼ 

画面の輝度を減少させます。 


※▲と▼ボタンを同時押すと輝度を初期状態に戻すことができます。 


パソコンからの取り外し方 


パソコンから USB ケーブルを取り外します。 

※パソコンの電源が ON の状態でもそのまま USB ケーブルを取り外して 
かまいません。 



※初回使用時のドライバーインス I ル中は外さないでください。 


⑵ 


































































































































































































































んなときは 


製品仕様 


接続したディスプレイの画面が表示されない 

本紙おもて面を参照して接続しなおしてください。 


画面が表示されない、ちらつく、または表示が遅い、画面が白くなる 


USB コネクターからの電源供給が不足していると、動作が不安定になったり、動作が遅くなったり 
します。このようなときは、付属の AC アダプターを本製品の DC ジャックに接続してお使いくださ 
い。それでも改善しないときは、 USB ケーブルを接続しなおすか、パソコンの BIOS の設定で Legacy 
USB の設定を 「 Disable 」 憮効)にしてください。 


画面の設定(画面のプロパティー)が表示されない 


本製品を取り外したり、デュアルディスプレイモードからクローン(ミラー）モードに設定を変 
えると、画面の設定(画面のプロパティー)が表示されなくなることがあります。 

このようなときは、次の操作をお試しください。 

1. [ Alt ] を押しながら 「 Tab 」 を押し、タスク切り替えを表示します。 [ Tab ] を数回押し、画面のプロ 
パティを選択します。 

2. [ Alt ] を押しながらスペースキーを押します。 [ Enter ] を押します。 

3. U ] を1度押し、マウスで画面の設定(画面のプロパティ）を表示されるところまで移動しま 
す0 


ソフトウェアの画面が表示されない、ウインドウが画面外に飛び出じ T いる 


タスクバーから表示されていないソフトウェアのウインドウを選び、タスクバー上のウインドウ 
を右クリックします。表示されたメニューから[移動]をクリックし、「丄」を1度押し、マウスでソ 
フトウェアの画面が表示されるところまで移動します。 


タスクトレイにアイコンが表示されない 


本製品を取り外してから、再度パソコンに取り付けてください。 


対応解像度が表示されない 


本製品を取り外してから、再度パソコンに取り付けてください。 


画面のプロパティーでの設定が反映されない (Windows XP /2000) 


再起動による設定の反映に対応していないため本製品に接続したディスプレイの設定変更 
は、左に記載しているメニューから操作してください。他のディスプレイの設定を行う場合は、 
画面のプロパティーの[設定]タブにある[詳細設定]ボタンをクリックし、[再起動しないで、新 
しい表示の設定を適用する]を選んでください。その後、設定を行ってください。 


動画再生ができない 


本製品を「プライマリー」に設定すると動画再生ができないことがあリます。本製品に接続した 
ディスプレイは、セカンダリーとしてお使いください(または内蔵グラフィックに接続されたディ 
スプレイで再生してください)。 

本製品で動画をフルスクリーン表示にすると画面が表示されないことがあリます。このような場 
合、動画をウィンドウ表示で再生してみてください。 

本製品にハードウエアオーバーレイ機能を使用したアプリケーシヨンの画面は表示されませ 
ん。各アプリケーシヨンの設定にて、ハードウエアオーバーレイ機能をオフにしてください。 


Windows Vista で表示が遅い 


Windows Vista をお使いの場合 、 Windows Aero の有効/無効の設定によリ本製品の表示が遅くな 
ることがあります。このようなときは、遅くならない方の設定でお使いください。 


最新の製品情報や対応機種については、カタログまたはインターネットホームぺ一 
ジ ( buffalo . jp ) を参照してください。 


パネル 

7型カラー TFT 液晶 

解像度 

WVGA サイズ (800 X 480 ドット/アスぺクト比:1 5:9) 

輝度/コントラスト比 

300 cd / m 2 / 500：1 

視野角度 

上下120°左右140° 

インターフェース 

USB 2.0 Highspeed (パソコンに標準搭載されていること） 

電源 

DC 5 V ±5%( USB バスまたは付属 AC アダプター） 

消費電力 

5 W 撮大) 

外形寸法/重量 

1 90( W ) X 194( H ) X 86( D ) mm / 520 g (スタンド有り)、 340 g (スタンド無し） 

動作環境 

温度：10〜35て湿度：15〜85%(結露無きこと） 


CPU 

同時接続台数1〜2台 ： Intel Pentium H 1.2 GHz 相当以上 
同時接続台数 3台 ： Intel Pentium H 1 .8 GHz 相当以上 
同時接続台数4〜6台 ： Intel CoreDuo 1.6 GHz 相当以上 

対応機種 

メモリー 

同時接続台数1〜3台: 512 MB 以上 ( WindowsXPServicePack 2 以陶 
Windows 2000 Service Pack 4 以降)、 

1 GB 以上 (Windows Vista (32 bit )) 

同時接続台数 4 〜 6 台：1 GB 以上 (Windows XP Service Pack 2 以降/ 
Windows 2000 Service Pack 4 以降)、 

1 5 GB 以上 (Windows Vista (32 bit )) 


対応パソコン 

USB 2.0 ポートを標準搭載、または弊社製 USB 2.0 インター 
フエースを搭載した D 0 S / V 機 （0 ADG 仕様） 


対応 0 S 

Windows Vista (32 bit)、Windows XP Service Pack 2 以降、 

Windows 2000 Service Pack 4 以降 (Roll Up 1 のインストールが必要) 


※上記を満たす環境の場合であっても、お使いのパソコンのアプリケー 

シヨン環境やその他デバイスの性能により動画が滑らかに再生され _ _ 

ないことがあります。 1 

※Windows Vista にて Windows Aero 機能をご使用になるにはゾソコ \ 

ン本体のグラフィック性能が Windows Aero 機能に対応している必要 ^- ； 

があります。 J-Moss クリーンマーク 

※ HDCP (著作権保護技術)には非対応です。 


制限事項 


本製品には次の制限事項があります。 

■ 新しく他の USB 機器を認識する際に、画面が一瞬消えることがあります。 

■ お使いのパソコンによっては、省電力機能（スタンパイや休止など）が本製品に対応していないこ 
とがあります。このようなとき、省電力機能からの復帰後、画面が表示されないことがあります。 

■ 本製品にコマンドプロンプトをフルスクリーン表示することはできません。コマンドブロン 
プトのフルスクリーン表示は、内蔵グラフィックのディスプレイで操作してください。 

■ 本製品をデュアルディスプレイモードで使用中に本製品の取り外しを行うと、デスクトップの 
アイコンは、内蔵グラフィックのディスプレイ（プライマリーディスプレイ側）に移動しま 
す。再度本製品を接続しても、本製品に接続したディスプレイ側にアイコンは戻りません。 

■本製品は Windows が起動している状態で使用します。システム起動画面や、 BIOS 設定画面 
は表示できません。システム起動画面や、 BIOS 設定画面の確認や操作は、内蔵グラフィッ 
クのディスプレイにて行ってください。 

■ ウイルス対策ソフトウェアによっては、本製品のドライパのインストール/削除を行う際に警告 
が表示されることがあります。このようなときは、ウイルス対策ソフトウェアを最新の状態に 
するか、ウイルス対策ソフトウェアでインストール/削除を許可する設定を行ってください。 

■ ソフトウェアによっては、動作中に画面のモードが変更されると エラー が発生するものがあ 
ります。このようなときはソフトウェアを一度終了し、本製品を取り外してください。そ 
の後、本製品を取り付けて再度ソフトウェアを起動してください。 

■ ソフトウェアによっては、動画再生中にビデオウィンドウを本製品に接続したディスプレイ 
上に移動させると、動画が正常に再生されないことがあります。動画再生中にビデオウィ 
ンドウをディスプレイ間で移動させないようにしてください。 

■壁紙の表示は、内蔵グラフィックのディスプレイ（プライマリーディスプレイ側）を基準にして 
いるため、解像度などの設定が本製品と異なる場合、最適な表示にならないことがあります。 

■クローン（ミラー）モードでの動画再生は非対応です。 

■クローン（ミラー）モードでは、 DirectX 、 OpenGL 等の API は動作しません。 

■デュアルディスプレイモードでは、内蔵グラフィックに接続されたディスプレイは、グラ 
フィックの機能が全て使用できますが、本製品では DirectX 、 OpenGL 等の API の一部の機 
能が使用できません。 

■ 八ードウェアオーパーレイ機能を使用したアプリケーションの画面は表示されません。 

■ 本製品で、著作権保護技術により保護された動画コンテンツは再生できません。 

■ 2枚以上のグラフィックカードを使用した環境での使用はできません。 

■ Windows 2000では、本製品で動画を再生することはできません。 


⑶ 


安全にお使いいただくために必ずお守りください 


お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本製品を安全にお使いいただく 
ために守っていただきたい事項を記載しました。 

正しく使用するために、必ずお読みになり内容をよく理解された上で、お使いください。な 
お、本書には弊社製品だけでなく、弊社製品を組み込んだパソコンシステム運用全般に関す 
る注意事項も記載されています。 

パソコンの故障/トラブルや、データの消失•破損または、取り扱いを誤ったために生じた本 
製品の故障/トラブルは、弊社の保証対象には含まれません。あらかじめご了承ください。 

使用している表示と絵記号の意味 


警告表示の意味 


A 警告 

この表示の注意事項を守らないと、使用者が死亡または、重傷を負う可能性 
が想定される内容を示しています。 

A 注意 

この表示の注意事項を守らないと、使用者がけがをしたり、物的損害の発生 
が考えられる内容を示しています。 


絵記号の意味 AS )# の中や近くに具体的な指示事項が描かれています。 


A 

警告•注意を促す内容を示します。（例： A 感電注意） 

0 

してはいけない事項(禁止事項)を示します。（例：⑧分解禁止） 

• 

しなければならない行為を示します。（例：®プラグをコンセントから抜く） 


■△警告 


^本製品の分解 • 改造•修理を自分でしないでください。 

^火災•感電•故障の恐れがあります。また本製品のシールやカパーを取り外した場合、修 
分解禁止 理をお断りすることがあります。 


€ f 舞誌|賴銘 f がしたら'すぐに本製品の電源スイツチを QFF にし、電源プ 


f IS | 求 卜ね 


dg ： 本製品を落としたり、強い衝撃を与えたりした場合は、すぐにバソコンおよび周辺機 
器の電源スイッチを OFF にし、電源プラグを抜いてください。 

そのまま使用を続けると、ショートして火災になったり感電する恐れがあります。弊社 
ワ^'、 サポートセンタ—またはお買い求めの販売店にご相談ください。 


0 

禁止 


本体やケーブルの上に物を置かないでください。 

故障や火災の原因となることがあります。 


❶ 

強制 


ケーブル類を抜くときは、必ずプラグを持つて抜いてください。 

ケーブル部分を持って引き抜くと感電や断線の原因となります。 




?fS< 


は飄〇チを 0 FF に 


A AC アダプターは、必ず本製品付属ものを使用してください。 

付属品以外の AC アダプターでは、電圧や端子の極性が異なることがあるため、発煙や発 
火、本製品の故障の原因となる恐れがあります。 


注意 


液体や異物などが内部に入ったら、すぐに本製品の電源スイッチを OFF にし 、 AC 
^ コンセントから電源プラグを抜いてください。 

そのまま使用を続けると、ショートして火災になったり、感電する恐れがあります。弊社 
クを抜く サボートセンターまたはお買い求めの販売店にご相談ください。 


❶ 

強制 


製品の臟方法を■した大人 


〇 電気製品の内部やケーブル、コネクター類に小さなお子様の手が届かないように 
機器を配置してください。 

強制 さわってけがをする恐れがあります0 _ 

〇 静電気による破損を防ぐため、本製品に触れる前に身近な金属（ドアノブやアル胃 

ミサッシなど）に手を触れ、身体の静電気を取り除くようにしてください。 

強制 人体などからの静電気は、本製品を破損させる恐れがあります。 


0 

禁止 


ゴムやビニール製品を長時間接触させておかないでください。 

本製品の表面が変質したり、はげたり、ゴムやビニールが付着してとれなくなることが 
あります。 


i 


本製品を廃棄するときは、地方自治体の条例に従ってください。 

条例の内容については、各地方自治体にお問い合わせください。 


液晶デイスプレイについて 


A 

警告 


万一、液晶パネルが破損し、内部の液状の物質が皮膚に付着したときは、流水で 
15分以上洗浄し、念のため医師に相談することをおすすめします。目に入った場 
合は、流水で15分以上洗浄した後、必ず医師に相談してください。液晶パネル内 
部には、刺激性物質が含まれています。 


お手入れ 


液晶パネルを乾拭きしないでください。 

^燹蹯體敦 た 結 於て 淡ポガ -ゼに無水アルコ-ル (イソ プロ ピル アル 


(〇 溶剤を使用しないでください。 

s f 鼦緦、へ退ン色：因シとを深の溶剤や水などで拭か如^^ 


お手入れの際はパソコンの電源スイッチを OFF にし、本製品からケーブル類を抜 
^ いてください。 

® fZ 7 お手入れの前に、必ず本製品を接続したパソコンの電源スイッチを OFF にし、本製品か 
クをキ及< らケーブル類を抜いてくださしヽ。感電の危険があります。 


A 

注意 

液晶パネルに無理な力が加わらないように注意してください。 

液晶パネルに圧力が加わると、その部分の表示が波打ちます。これは、ガラス板間に注入 
した液晶の配光が乱れるためです。強い圧力をかけると、乱れた配光が元に復帰しない 
場合があります。 

使用するとき 

A 

注意 

シャープペンシルや鉛筆など先のとがったものに注意してください。 

液晶パネルに先のとがったものや硬いものを当てたりこすったりすると、傷がついたり 
割れたりすることがあります。また、長い爪も液晶パネルの損傷の原因となりますので、 
注意してください。 

❶ 

強制 

水分はすぐに拭き取ってください。 

水滴や唾液などの水分が付着したまま長時間放置しないでください。液晶パネルの変形 
や退色の原因となります。 

A 

注意 

長時間、連続してディスプレイを見続けないでください。目の疲労防止のため、適 
度に休憩を取りながら使用してください。 

0 

禁止 

液晶パネルの表面は傷がつきやすいため、むやみに触れたり、こすったり、たたい 
たりしないでください。 

使用環境 

A 

注意 

直射日光、高温•多湿に注意してください。 

直射日光が当たる場所や周囲の温度が 35° C を超えるような場所、極端に湿度が高い場 
所では使用しないでください。本製品表面の変色、液晶パネルの劣化や表面のはがれ、 
気泡が発生するなどの原因となります。 

❶ 

強制 

使用条件を守って使ってください。 

温度 (1 0〜 35° C ) •湿度(結露なきこと)の使用条件内でご使用ください。使用条件外で使 
用すると、寿命や劣化を早めたり、表示品質の劣化(しみ、汚れなど)の原因となります。 

A 

注意 

低温に注意してください。 

室温が1 o ° c 以下になる場所で使用すると、表示品質が低下したり、気泡が発生するなど 
の原因となります。また、液晶の特性が変化して元に戻らなくなることがあります。 

A 

注意 

急激な温度変化に注意してください。 

動作中の急激な温度変化は、故障の原因となります。 

0 

禁止 

次の場所には設置しないでください。 

感電、火災の原因となったり、故障の原因となります。 

•強い磁界が発生するところ . 故障の原因となります。 

•静電気が発生するところ . 故障の原因となります。 

•振動が発生するところ . けが、故障、破損の原因となります。 

•不安定なところ . 転倒したり、落下して、けがや故障の原 

因となります。 

•火気の周辺、または熱気のこもるところ . 故障や変形の原因となります。 

•漏電の危険があるところ . 故障や感電の原因となります。 

長期間使用しないとき 

i 

直射日光が当たらない暗い場所に保管してください。 

長期間使用しないときは梱包し、直射日光や蛍光灯の光が当たらない暗い場所に保管し 
てくださしヽ。また、低温•高温、多湿の場所は避けてください。 

画面の焼き付きを防ぐには 

❶ 

強制 

本製品を長時間使用しない場合は、スクリーンセーバーや省電力機能などを使用 
するか、こまめに電源を OFF にしてください。 

同じ画面を長時間表示させていると、画面表示を切り換えても残像が残る「焼き付き現 
象」が生じることがあります。 


使用済み液晶デイスプレイの回収 • リサイクルについて 


2003 年 10 月 1 日施行の「資源有効利用促進法」に基づき、弊社ではご家庭で不要に 
なった弊社製液晶ディスプレイの回収 • 再資源化を実施しております。 

詳しくは、弊社サポート&サービスホー厶ページ 86886. jp をご参照ください。 


この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術 
装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテ 
レビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説明書 
に従って正しい取り扱いをしてください。 

ラジオやテレビジョン受信機(以下、テレビ)などの画面に発生するチラツキ、ゆがみがこの商品 
による影響と思われましたら、この商品の電源スイツチをいったん切ってくださしヽ。電源スイツ 
チを切ることにより、ラジオやテレビなどが正常に回復するようでしたら、以後は次の方法を組 
み合わせて受信障害を防止してください。 

•本機と、ラジオやテレビ双方の向きを変えてみる •本機と、ラジオやテレビ双方の距離を離してみる 
•この商品とラジオやテレビ双方の電源を別系統のものに変えてみる 


■本書の著作権は弊社に帰属します。本書の一部または全部を弊社に無断で転載、複製、改変な 
どを行うことは禁じられております。 

■ BUFFALO ™ は、株式会社メルコホールディングスの商標です。本書に記載されている他社製 
品名は、一般に各社の商標または登録商標です。本書では、™、®、©などのマークは記載して 

■本書に記載された仕様、デザイン、その他の内容については、改良のため予告なしに変更され 
る場合があり、現に購入された製品とは一部異なることがあります。 

■本書の内容に関しては万全を期して作成していますが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなど 
がありましたら、お買い求めになった販売店または弊社サボートセンターまでご連絡くださ 
い。 

■本製品は一般的なオフィスや家庭の 0 A 機器としてお使いください。万一、一般〇 A 機器以外 
として使用されたことにより損害が発生した場合、弊社はいかなる責任も負いかねますので、 
あらかじめご了承ください。 

•医療機器や人命に直接的または間接的に関わるシステムなど、高い安全性が要求される用途 
には使用しないでください。 

•一般 0 A 機器よりも高い信頼性が要求される機器や電算機システムなどの用途に使用すると 
きは、ご使用になるシステムの安全設計や故障に対する適切な処置を万全におこなってくだ 
さい。 

■本製品は、日本国内でのみ使用されることを前提に設計、製造されています。日本国外では使 
用しないでください。また、弊社は、本製品に関して日本国外での保守または技術サポートを 
行っておりません。 

■本製品のうち、外国為替および外国貿易法の規定により戦略物資等（または役務)に該当する 
ものについては、日本国外への輸出に際して、日本国政府の輸出許可（または役務取引許可)が 
必要でォ 

■本製品の使用に際しては、本書に記載した使用方法に沿ってご使用ください。特に、注意事項 
として記載された取扱方法に違反する使用はお止めください。 

■弊社は、製品の故障に関して一定の条件下で修理を保証しますが、記憶されたデータが消失- 
破損した場合については、保証しておりません。本製品が八ードディスク等の記憶装置の場合 
または記憶装置に接続して使用するものである場合は、本書に記載された注意事項を遵守し 
てくださし、。また、必要なデータはノてックアップを作成してくださし、。お客様が、本書の注意事 
項に違反し、またはパックアップの作成を怠ったために、データを消失•破棄に伴う損害が発 
生した場合であっても、弊社はその責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 

■本製品に起因する債務不履行または不法行為に基づく損害賠償責任は、弊社に故意または重 
大な過失があった場合を除き、本製品の購入代金と同額を上限と致します。 

■本製品に隠れた瑕疵があった場合、無償にて当該瑕疵を修補し、または瑕疵のない同一製品ま 
たは同等品に交換致しますが、当該瑕疵に基づく損害賠償の貴に任じません。 


⑷ 


FTD - W 7 1 USB ユーザーズ マニュアル 
2009年6月9日第3版発行発行株式会社バッファロー 




























































































